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１２月２３日月曜日、栗山町にゆかりのある方を講師としてお招きし、

講演をしていただく、「くりやま塾」が開催されました。講師は、栗山町

議会議員の鵜川和彦様、佐藤功様、土井道子様、鈴木千逸様です。演題は、

「政治に関心を、政治に参加を」～これから大人になる皆さんへメッセー

ジ～でした。４名の現役議員の皆様が、お一人お一人お話をされ、憲法が

保障する権利の重要性、「なぜ議員になったのか」御自身の御経験、香港

にみる日本との政治体制の違い、地方議会の活動などのお話を伺いました。

質問の場面では、２人の生徒が質問しました。最後に生徒会長の上村君が

謝辞を述べました。



栗山高校の学校行事を紹介いたします。学校行事を通じて、生徒は社会

性を身に付けるとともに、一人ひとりが個性を発揮することができます。



見学旅行は２学年で実施される高校生活最大の行事の一つです。例年、

１０月下旬に実施されます。定番は、１日目奈良公園、２日目法隆寺、清

水寺、金閣寺、３日目は京都・大阪自主研修、４日目はユニバーサルスタ

ジオジャパンで過ごし、５日目、海遊館を見学して帰るというパターンで

す。これは定まったものではなく、姫路城を見学した年もありました。

毎年、７月上旬の土日に実施される栗高

祭は、生徒会の一大行事です。栗高祭に向

け生徒会は前年度から準備を始めます。内

容は、１日目に開会式、仮装パレード、デ

モンストレーション（運動公園において、

各クラス毎にダンスをする。）が行われ、

２日目に、ステージで繰り広げられる、パ

フォーマンスなどによる生徒会企画と、各

教室で行われる「縁日」や「お化け屋敷」

などのホームルーム企画があります。また、

吹奏楽局による演奏や書道部・美術部によ

る展示も行われます。




